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〈第５２回〉札幌市は副首都構想に手を挙げるべき

　

首
都
直
下
地
震
に
よ
る
政
府
機
能

壊
滅
を
避
け
る
た
め
の
副
首
都
構
想

法
案
が
議
決
さ
れ
た
。

　

維
新
の
会
が
唱
え
る
大
阪
振
興
が

前
提
の
見
え
見
え
の
出
来
レ
ー
ス
法

案
に
与
党
内
か
ら
も
批
判
が
出
て
い

る
。
日
本
第
二
の
経
済
圏
と
認
め
ろ

と
言
う
の
な
ら
理
解
も
す
る
が
、
阪

神
大
震
災
で
あ
れ
ほ
ど
の
被
害
を
見

せ
て
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
数
十
年

以
内
に
や
っ
て
く
る
と
言
わ
れ
て
い

る
地
域
に
政
府
の
予
備
機
能
を
置
い

て
ど
う
し
よ
う
と
い
う
の
か
。

　

北
海
道
の
人
は
、
１
９
８
０
年
代

か
ら
首
都
機
能
移
転
構
想
と
い
う
今

と
同
じ
議
論
が
あ
っ
て
、
札
幌
や
苫

小
牧
に
政
府
の
出
先
を
持
っ
て
く
る

と
い
う
話
が
真
面
目
に
さ
れ
た
の
を

覚
え
て
い
る
だ
ろ
う
。
広
大
な
北
海

道
で
津
波
被
害
も
及
ば
な
い
内
陸
都

市
に
政
府
機
能
を
持
っ
て
く
る
の
は
、

極
め
て
合
理
的
な
話
で
あ
る
。
今
維

新
の
会
が
大
阪
を
副
首
都
と
す
る
た

だ
ろ
う
。

　

そ
し
て
そ
れ
を
維
持
で
き
る
全
国

一
の
自
衛
隊
組
織
が
存
在
す
る
。
中

国
、
ロ
シ
ア
、
北
朝
鮮
の
首
都
圏
核

爆
弾
攻
撃
で
も
な
い
限
り
自
然
災
害

被
災
者
の
大
規
模
な
受
け
入
れ
は
北

海
道
な
ら
ば
可
能
で
あ
る
。
広
大
な

北
海
道
全
体
を
政
府
機
能
の
代
替
地

と
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
首
都
圏
か

ら
の
被
災
者
の
移
住
も
第
二
の
開
拓

期
と
し
て
充
分
受
け
入
れ
る
余
地
は

あ
る
。

　

千
歳
の
半
導
体
工
場
ラ
ピ
ダ
ス
の

た
め
に
再
稼
働
さ
せ
る
泊
原
子
力
発

電
所
の
電
力
も
有
効
に
使
う
こ
と
が

で
き
る
。
後
は
、
新
幹
線
を
談
合
企

め
に
、
東
京
直
下
型
地
震
の
可
能
性

を
前
提
と
す
る
の
な
ら
ば
、
北
海
道

こ
そ
が
、
そ
の
最
善
の
候
補
地
と
し

て
手
を
挙
げ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

客
観
的
に
、
具
体
的
に
議
論
を
尽
く

す
な
ら
ば
、
札
幌
を
中
心
と
す
る
道

央
圏
へ
の
首
都
機
能
移
転
は
十
分
過

ぎ
る
最
有
力
候
補
で
あ
る
。

　

東
京
都
の
機
能
喪
失
を
前
提
と
す

る
な
ら
ば
、
無
傷
で
独
立
し
た
社
会

経
済
圏
を
維
持
す
る
北
海
道
に
国
家

危
機
管
理
の
基
地
を
置
く
事
は
当
然

考
え
る
べ
き
国
家
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
あ
る
。

　

北
海
道
新
幹
線
を
早
く
札
幌
ま
で

延
伸
し
、
鉄
路
に
よ
る
大
量
輸
送
を

可
能
と
す
る
。
札
幌
ド
ー
ム
に
非
常

時
臨
時
政
府
を
設
置
し
、
エ
ス
コ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
も
巨
大
な
避
難
施
設
と

し
て
被
災
都
民
の
受
け
入
れ
体
制
を

取
る
こ
と
が
で
き
る
。道
内
に
は
二
千

校
近
い
廃
校
が
あ
り
、
分
散
避
難
な

ら
ば
百
万
人
の
収
容
も
可
能
で
あ
る

札
幌
ド
ー
ム
に
臨
時
政
府
を
設
置

１
日
も
早
く
新
幹
線
札
幌
延
伸
実
現
を

業
ど
も
の
自
由
に
さ
せ
ず
、
国
の
力

で
1
日
で
も
早
く
札
幌
延
伸
す
る
こ

と
で
あ
る
。

　

昔
の
原
子
力
防
災
や
危
機
管
理
の

経
験
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、「
シ
ン
・

ゴ
ジ
ラ
」
と
ド
ラ
マ
版
「
日
本
沈
没
」

と
か
わ
ぐ
ち
か
い
じ
氏
の
「
太
陽
の

黙
示
録
」
を
参
考
に
し
た
シ
ビ
ア
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
考
え
て
み
た
。

　

阪
神
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
、

能
登
半
島
地
震
、
北
海
道
ブ
ラ
ッ
ク

ア
ウ
ト
と
、
熊
本
で
起
き
て
い
る
被

災
地
の
現
状
を
想
像
し
な
が
ら
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。

　

２
０
２
７
年
９
月
30
日
０
時
55
分

東
京
湾
沖
30
㌖
を
震
源
地
に
震
度
７

の
地
震
が
発
生
。
30
㍍
を
超
え
る
大

津
波
が
押
し
寄
せ
、
東
京
都
心
の
機

能
は
崩
壊
す
る
。
首
都
圏
の
情
報
は

途
絶
え
、
携
帯
電
話
も
つ
な
が
ら
な

く
な
る
。
一
体
、
ど
れ
だ
け
の
被
害

が
発
生
し
て
い
る
の
か
情
報
が
伝
わ

ら
な
い
ま
ま
に
、
関
東
大
震
災
と
東

京
大
空
襲
以
来
、
日
本
が
経
験
し
た

こ
と
の
な
い
長
期
の
非
常
事
態
と
復

興
の
歴
史
が
始
ま
る
。

　

シ
ン
・
ゴ
ジ
ラ
で
は
、
ゴ
ジ
ラ
の

熱
線
で
霞
ヶ
関
は
全
滅
し
閣
僚
の
大

半
が
死
亡
し
て
臨
時
政
府
は
立
川
の

広
域
防
災
基
地
に
移
動
し
た
。
日
本

沈
没
の
関
東
圏
壊
滅
を
前
提
と
す
る

と
、
政
府
各
省
の
現
在
の
業
務
継
続

計
画
に
定
め
て
い
る
立
川
広
域
防
災

基
地
と
そ
の
周
辺
施
設
に
移
動
し
た

政
府
機
能
も
活
用
で
き
な
い
。
高
市

総
理
は
新
た
に
政
府
業
務
継
続
計
画

に
位
置
付
け
ら
れ
た
北
海
道
に
す
べ

て
の
政
府
機
能
を
持
っ
て
い
く
こ
と

を
決
断
す
る
。

　

羽
田
空
港
も
使
え
な
い
状
況
で
、

高
市
総
理
と
奇
跡
的
に
無
事
だ
っ
た

議
員
宿
舎
か
ら
官
邸
に
駆
け
つ
け
た

わ
ず
か
な
閣
僚
は
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
で

自
衛
隊
基
地
へ
移
動
し
、
そ
こ
か
ら

自
衛
隊
機
で
無
傷
の
千
歳
空
港
へ
直

行
。
既
に
ド
ー
ム
職
員
と
自
衛
隊
員

が
召
集
さ
れ
、
臨
時
政
府
施
設
と
し

て
設
営
さ
れ
て
い
た
札
幌
ド
ー
ム
の

ヘ
リ
ポ
ー
ト
へ
移
動
す
る
。

　

す
ぐ
に
、
札
幌
合
同
庁
舎
の
各
省

庁
の
出
先
機
関
の
ト
ッ
プ
と
札
幌
市
、

北
海
道
の
危
機
管
理
対
策
メ
ン
バ
ー

及
び
自
衛
隊
北
部
方
面
総
監
以
下
で

首
都
直
下
型
地
震
非
常
災
害
本
部
を

立
ち
上
げ
る
。
次
々
と
駆
け
つ
け
る

閣
僚
と
内
閣
府
、
防
衛
省
、
昨
年
設

立
さ
れ
た
ば
か
り
の
防
災
庁
が
札
幌

ド
ー
ム
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
各
省
に
割
り

当
て
ら
れ
た
ブ
ー
ス
で
の
活
動
を
開

始
す
る
。
当
然
、
そ
の
設
営
か
ら
活

動
内
容
ま
で
は
詳
細
か
つ
精
密
に
マ

ニ
ュ
ア
ル
化
さ
れ
て
訓
練
し
て
い
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

札
幌
ド
ー
ム
に
取
材
し
た
と
こ
ろ

で
は
、
も
と
も
と
市
民
の
災
害
避
難

所
と
し
て
の
準
備
は
さ
れ
て
い
て
、

食
料
や
水
や
電
気
、
通
信
イ
ン
フ
ラ

も
整
っ
て
い
る
。
広
い
駐
車
場
に
は

何
機
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
も
着
陸
で
き

る
。
実
は
私
も
「
２
０
０
８
年
北
海

道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
記
念
総
合
環
境

展
」
の
事
務
局
長
と
し
て
、
こ
の
広

大
な
会
場
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
参
加
し

た
経
験
が
あ
る
。
充
分
に
機
能
を
果

た
す
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

　

ド
ー
ム
に
は
国
会
と
18
省
庁
の
最

低
限
の
非
常
災
害
本
部
を
設
営
す
る

た
め
の
什
器
と
通
信
機
器
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
を
備
蓄
し
て
お
か
な
く
て
は

な
ら
な
い
。
35
㌶
の
膨
大
な
敷
地
の

中
に
備
蓄
倉
庫
、
職
員
宿
舎
、
防
衛

迎
撃
ミ
サ
イ
ル
も
配
備
す
る
こ
と
に

な
る
の
だ
か
ら
ド
ー
ム
周
辺
の
土
地

を
総
合
的
に
収
容
す
る
プ
ラ
ン
も
必

要
と
な
る
。

　

首
都
直
下
地
震
で
も
全
く
無
傷
で

あ
っ
た
北
海
道
内
陸
部
に
お
い
て
は
、

再
稼
働
し
て
い
る
泊
原
子
力
発
電
所

の
電
力
は
無
事
供
給
さ
れ
、
国
家
の

重
要
な
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
る
デ

ー
タ
セ
ン
タ
ー
も
無
傷
で
稼
働
し
て

い
る
。
普
段
は
天
覧
席
と
も
な
る
札

幌
ド
ー
ム
の
Ｖ
Ｉ
Ｐ
観
覧
席
が
総
理

の
執
務
席
と
な
り
、
ア
リ
ー
ナ
全
体

に
割
り
当
て
ら
れ
た
各
省
庁
の
非
常

対
策
本
部
も
、
臨
時
国
会
議
事
堂
と

し
て
の
機
能
を
持
つ
４
万
人
収
容
の

ア
ル
プ
ス
ス
タ
ン
ド
席
は
一
望
の
も

と
に
見
渡
せ
る
。
総
理
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
は
ス
タ
ン
ド
の
オ
ー
ロ
ラ
ビ

ジ
ョ
ン
に
大
き
く
映
さ
れ
、イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
回
線
で
全
国
の
災
害
本
部
、

現
地
の
復
旧
に
あ
た
る
東
京
都
庁
に

も
指
示
を
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

さ
て
、
利
権
誘
導
、
Ｉ
Ｒ
誘
致
レ

首
都
直
下
地
震
と
臨
時
政
府
設
置
シ
ナ
リ
オ

〈筆者略歴〉
㈱あかりみらい代表取締役。北海道大
学卒業後、北海道電力入社。電気事業
連合会企画部副部長、北海道洞爺湖サ
ミット道民会議事務局次長、北海道経
済同友会などを歴任。電力業界で初代
の危機管理担当室長の経験から自治
体・企業へのアドバイザーとして活躍。環
境・エネルギー問題の専門家。（一社）日
本の灯りを護る会代表、（一社）次亜塩
素酸水溶液普及促進会議代表理事、自
然冷媒開発研究機構理事、日本省エネ
ルギー推進連合会長を務める。札幌なに
かができる経済人ネットワーク主宰。
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▲8月3日に行われた緊急例会

▲メッセージ
動画

首都直下型地震発生時の北海道、札幌への政府機能移転と
避難都民の受け入れについて

北海道では、かねて首都機能移転の議論が重ねられてきていますが、このたび、副首都法案の議決があり、 

大阪、名古屋、福岡他の立候補が報じられております。

副首都法の前提である首都直下型地震の深刻甚大な被害を想定した場合には、日本中で政府機能を集中移転し、

数百万人の被災した都民を収容する可能性を持つ土地は、北海道にしかありません。

私たちは、国家非常事態において北海道が日本に貢献するために以下の計画を具体化して、政府へ申し入れるこ

とを提言します。

一 . 首都被災時の臨時政府を札幌ドームに収容し、政策の途絶のないよう支援すること

札幌ドームは非常事態における政府の機能を収容するだけのキャパシティーと機能があり、ここを臨時政府とす

るための計画を具体化する。政府はそのために必要な資材の準備を行い、平時での維持管理を委託する。

一 . 被災した東京都民を北海道で受け入れ、復興までの間を快適・健康に避難生活をしてもらう

数百万人にのぼる可能性のある被災都民を北海道内 179 自治体の避難施設、エスコンフィールド、各地の廃校な

どを活用して受け入れる。政府はそのための費用を予算化し、避難計画を策定する。

熊本地震を始め南海トラフ地震等での大規模災害でも受け入れる体制を整える。

一 . 北海道自衛隊による受け入れ支援

首都災害の時点で無傷である北海道の自衛隊は被災都民の受け入れ支援と、臨時政府の警備に専任する。

国内混乱時における北方国境防衛と臨時政府へのテロ対策を強化する。

政府は首都直下型災害時の全国自衛隊の復興役割とマニュアルを設定する。

一 . 羽田空港も被災し使用不可能となった場合の臨時政府、避難民の大量移動手段として、北海道新幹線の札幌

延伸を速やかに完成させる。

以上

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2026 年 8 月 4 日
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北海道知事　鈴木 直道様

札 幌 市 長　秋元 克広様

ベ
ル
の
騒
々
し
い
副
首
都
議
論
と
は

一
線
を
画
し
て
、
国
家
存
続
の
非
常

事
態
に
お
け
る
被
災
都
民
の
生
命
と

健
康
を
守
る
た
め
に
は
、
北
海
道
へ

の
一
次
避
難
と
長
期
に
渡
る
生
活
の

確
保
が
テ
ー
マ
と
な
る
。
ド
ラ
マ
日

本
沈
没
で
は
生
き
残
っ
た
都
民
３
５

０
万
人
が
全
国
に
避
難
す
る
様
子
が

リ
ア
ル
に
映
さ
れ
て
い
た
が
、
広
大

な
土
地
と
食
料
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
１

７
９
も
の
市
町
村
が
あ
る
北
海
道
で

あ
っ
て
も
ど
れ
ほ
ど
の
避
難
民
の
受

け
入
れ
が
可
能
か
想
定
は
難
し
い
。

　

臨
時
政
府
の
関
係
者
は
内
閣
府
と

18
省
庁
の
緊
急
チ
ー
ム
だ
け
で
各
省

１
０
０
人
が
３
交
代
で
詰
め
る
。
こ

れ
で
５
０
０
０
人
。
彼
ら
は
ド
ー
ム

と
札
幌
市
内
の
大
型
ホ
テ
ル
に
収
容

す
る
。
そ
の
家
族
の
数
万
人
は
周
辺

市
町
に
収
容
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

エ
ス
コ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
も
避
難
所
と

し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
こ
と
で
国

の
補
助
金
が
出
て
い
て
、
５
万
人
は

収
容
で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。

　

北
海
道
の
す
べ
て
の
市
町
村
の
避

難
所
を
都
民
の
一
次
避
難
生
活
施
設

と
し
て
開
放
し
、
二
千
近
く
あ
る
廃

校
の
教
室
に
自
衛
隊
が
支
援
に
入
れ

ば
１
０
０
万
人
程
度
の
受
け
入
れ
は

で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
道
内
の
空

き
家
は
25
万
戸
あ
る
と
い
う
。
こ
れ

で
あ
と
１
０
０
万
人
。
東
日
本
大
震

災
で
ま
だ
故
郷
に
帰
れ
な
い
人
た
ち

も
仮
設
住
宅
で
生
活
し
て
い
る
が
、

北
海
道
の
広
大
な
土
地
の
上
な
ら
ば

ど
れ
ほ
ど
の
住
宅
で
も
建
て
る
こ
と

が
で
き
る
が
、
そ
の
１
０
０
万
人
分

の
建
築
資
材
を
備
蓄
し
て
お
く
必
要

が
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
大
災
害
で
観
光
客
は

ゼ
ロ
に
な
る
の
だ
か
ら
北
海
道
中
の

ホ
テ
ル
、
旅
館
の
全
室
を
避
難
家
族

に
割
り
当
て
る
作
業
が
必
要
に
な
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
最
盛
期
を
数
え
る

と
数
十
万
人
の
収
容
が
可
能
な
の
で

は
な
い
か
。
３
５
０
万
人
の
受
け
入

れ
に
は
最
悪
の
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
事
前
に
充
分
に
調

査
し
、
想
定
し
、
契
約
し
、
計
画
し

て
お
く
べ
き
で
あ
る
。

　

北
海
道
の
利
点
の
ひ
と
つ
は
、
食

料
の
確
保
に
あ
る
。
１
０
０
万
人
規

模
の
食
料
を
長
期
的
に
確
保
す
る
た

め
の
巨
大
な
備
蓄
基
地
に
北
海
道
で

取
れ
た
米
や
野
菜
や
魚
を
長
期
保
存

で
き
る
加
工
を
施
し
て
保
管
し
て
お

く
こ
と
が
必
要
と
な
る
。

　

１
５
０
年
前
に
開
拓
が
始
ま
っ
た

北
海
道
は
ロ
シ
ア
の
進
出
を
恐
れ
た

徳
川
幕
府
が
国
境
の
確
保
を
考
え
て

入
植
を
進
め
た
も
の
で
あ
る
。
今
、

北
方
領
土
に
ロ
シ
ア
の
基
地
が
存
在

し
、
尖
閣
諸
島
で
は
中
国
が
領
有
を

主
張
し
て
い
る
。
現
実
に
、
日
本
の

　

８
月
３
日
に
札
幌
な
に
か
が
で
き
る

経
済
人
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
代
表
越
智
文
雄
）

の
１
９
４
回
緊
急
例
会
が
開
か
れ
、
鈴

木
直
道
知
事
と
秋
元
克
広
市
長
へ
の
提

言
が
ま
と
め
ら
れ
た
。会
場
へ
は
、国
会

議
員
や
首
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
寄

せ
ら
れ
、
北
海
道
関
係
者
の
関
心
の
高

さ
が
示
さ
れ
た
。Ｓ
Ｎ
Ｎ
メ
ン
バ
ー
の
広

告
会
社
社
長
自
ら
制
作
し
た
臨
時
政
府

移
転
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
動
画
も
公
開
さ
れ
、

そ
の
ク
オ
リ
テ
ィ

ー
の
高
さ
に
会
場

か
ら
驚
き
の
声
が

上
が
っ
て
い
た
。

首
都
機
能
が
喪
失
し
て
し
ま
え
ば
、

か
わ
ぐ
ち
か
い
じ
氏
の
ベ
ス
ト
セ
ラ

ー
で
あ
る
「
太
陽
の
黙
示
録
」
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
現
実
化
す
る
可

能
性
も
あ
る
。
自
衛
隊
北
部
方
面
師

団
は
東
京
都
民
３
５
０
万
人
の
受
け

入
れ
と
支
援
に
加
え
て
、
有
事
の
臨

時
政
府
防
衛
と
い
う
新
し
い
使
命
に

も
つ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

マ
ニ
ュ
ア
ル
化
す
べ
き
で
あ
る
。

札
幌
な
に
か
が

で
き
る

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
緊
急
例
会


